
令和７年度 日臨技中部圏支部研修会「輸血研修会」 

開催日時：令和８年 1 月 24 日（土）13：00～25 日（日）12：30 

開催形式：現地開催 

開催場所： JPタワー名古屋 5階 名市大ミッドタウン  

愛知県名古屋市中村区名駅１丁目１−１ ＪＰタワー名古屋 ５階 

テーマ：輸血事故ゼロと適正輸血の実現に向けて 

～現場で活かせるリスク管理と対応力の強化～ 

参加人数：59 名 

アンケート回答数：56 名（回収率：95％） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

＜アンケート 5－1＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・細菌スクリーニングを導入してからの血液センターの血小板供給について知れたから。 



・製剤の製造行程について、復習になりました。ありがとうございます。 

・製剤になるまでの過程をしることができたため 

・実際の工程を知ることができた 

・製剤管理や製造の仕方など詳しく分かりました。 

・写真付きで製剤の製造工程を説明していただけてとても分かりやすかったです。 

・細菌によっては偏在性や遊走性の違いによりサルプリングできず、培養のスクリーニング

をすり抜けることがあることを理解できた。 

・スワーリングの見方のコツがわかったため。 

・病棟での輸血の管理を確認したいと思いました 

・日赤の製造工程を知れた 

・血液製剤の作製方法から最新の知見まで知ることができ大変勉強になりました。 

・製剤が作られる過程を丁寧に学べました。 

・知っている内容が多かったから。 

・製剤がどのように製造されているか知る機会となり勉強になりました。 

 

 

 

＜アンケート 6－2＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・ガイドラインの重要点が理解しやすく、施設の輸血運用のためのマニュアルの見直し等に

勉強になった。 

・各種ガイドラインのポイントを解説いただき、明日またガイドラインを改めて確認しよう

と思いました。貴重な講演をありがとうございました。 

・製剤専用保冷庫と医薬品保冷庫、家庭用と霜取りの仕組みが違うのをデータで知ることが

できて興味深かったから 

・ガイドラインの活用の仕方の認識を確認できた 

・ガイドラインがたくさんあり、しっかり活用しきれていない部分もあったので、お話しし

ていただいたことを今後の運用にいかしていこうと思いました。 



・多くのガイドラインを確認できた 

・ガイドラインとマニュアルの違いから、ガイドラインの解釈の仕方まで丁寧に教えていた

だけたから。 

・どんな場面でどのガイドラインが活用できるかのケーススタディの提示などあるとさら

に良かった。 

・製剤の温度管理について詳しく知れたため。 

・ガイドラインに沿って適したルールを作っていきたいと思いました 

・ガイドラインやマニュアルの定義を改めてしっかり考えることができ、今までと違った視

点で輸血の適正を考えるきっかけになりました。 

・ガイドラインの変更部分をしっかり学べました。 

・わかりやすかったから。 

・ガイドラインについては普段から関わってないこともあり、少し難しく感じました。 

 

 

 

＜アンケート 7－2＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・部署ごとの壁は大きく感じていましたが、お互いに問題を抱えていて、それを伝えられる

場というものが大切だと感じられる良い機会だった。 

・どこの病院も悩む所は同じだなと改めて感じました。ありがとうございます。 

・職種間の壁はあるように感じている。定例会は素晴らしいと思ったため 

コミュケーションの重要性の理解できた 

・日々感じる技師看護師間の壁を少しでも低く、薄くするための取り組みが考えられていた

ので、当院も考えてみたい 

・普段あまり関わりのない看護師さん目線からのお話も聞けて大変参考になりました。 

・当院もリンクナース会というものがあり輸血部と連携しているから 

・看護師さんが考えていることがわかったから。 

・技師は輸血の投与の部分に直接関わることがないため、病棟や外来での看護師の業務を知



ることも重要だと感じた。自施設でもそのような機会を設けることができると良いと感

じた。 

・職種間交流が活発であれば、問題があっても協力し合えるとわかったため。 

・どこの職場でも職種間の壁が大きいのだと感じました 

・看護師と検査技師の壁をなくす取り組みを実際されているからこその課題や良さを知る

ことができ大変参考になりました。 

・看護師さんとの円滑なコミュニケーションを学べました。 

・共感できることやなるほどと思えることが多かったから。 

・実際の現場で、看護師さんはどう思っているのかを聞く良い機会になりました。 

 

 

 

＜アンケート 8－2＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・南海トラフ大地震に対して備えなければいけないことは理解していたが、どうゆう事を想

定して考えていかなければいけないかなど分かりやすかった。 

・まだまだ当院の災害対策が不十分であることを痛感いたしました。できることから速やか

に対応していきたいと思います。貴重な講演をありがとうございました。 

・当院の災害時の対策と比較して足りないところも明確となったため 

・輸血検査にできることを学べた 

・遠くない未来に訪れる地震や、その他の災害について、輸血だけでなく病院全体で取り組

めることがあると感じた 

・自施設の地震対策について今一度よく考える良い機会になりました。 

・静岡は、地震が来ると言われ続けているので 

・通常の検査ができない状況での同型輸血の仕方がわかったから。 

・自施設の BCPやマニュアルの内容を再度考えるきっかけになった。 

・非常時対策はシステムダウンだけではないことがわかったため。 

・あまり対策を自施設ではしていない気がするので考えていきたいと思いました 



・停電や水道だけでなく、まずは身の安全を守る取り組みを自施設でも再検討しようと思い

ます。いい気づきを得ることができました。 

・実際の事例から災害対応をイメージすることができました。 

・参考にしてしっかり対策をとりたいと思ったから。 

・災害時に冷蔵庫が倒れてきたら、輸血の製剤を誰に使用するのか、など自施設に帰ってか

ら確認すべきことがたくさんあると感じました。 

 

 

 

＜アンケート 9－2＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・サイバーテロについては知っていたが、詳しく知らなかったので勉強になった 

・当院でもメール訓練が時々抜き打ちで行われておりますが、まずは開けない、開けて何か

変と感じたら速やかに医療情報課へ連絡するという対応は間違っていないことが分かり、

安心しました。貴重な講演をありがとうございました。 

・サイバー攻撃の恐ろしさを再認識できたため 

・院内の情報管理の大切さを理解できた 

・サイバー攻撃は診療ができなくなるほどのダメージがあるため、気をつけようと思いまし

た。 

・実際の被害からどういうサイバー攻撃があってどういう対策があるかを学ぶことができ

たから。 

・実際の経験を踏まえたお話が聞けたため。 

・自身でできるサイバー攻撃対策は詐欺サイトに情報を入力しないことと無闇に USBをさ

さないことだと思いました。 

・サイバー犯罪は遠いようで身近な存在だと改めて認識できました。自分がウイルスを持ち

込まないためにも、まずルールを守りやるべきことを知ることが大切だと感じました。 

・実際の事例からサイバー攻撃の対応をイメージすることができました。 

・あらためて気をつけようと思ったから。 



・サイバー攻撃の怖さを知ることができました。 

 

 

 

＜アンケート 10－2＞そう思われた理由についてご記載をお願いいたします。 

・色々な意見が出て良かったと思います 

・グループワークを実践することにより、院内でもどのように進めて行けば良いかを理解す

る良い経験となりました。貴重な機会をいただき、ありがとうございました。 

・自分にない視点や意見を聞くことができ、勉強になった 

・いろんな施設のことが知れた 

・色々な施設の方とお話ができて、施設ごとの運用の仕方なども聞けたのでとても参考にな

りました。 

・他施設だとどうしているのかを知ることができるので有意義だった。 

・インシデントの検討や対策は自施設でも行ってはいるが、部署のメンバーで集まり検討す

る時間はそれほど多くとれていない。管理者レベルで対応策が決められ完結してしまう

ものも多い。このような検討会は人材育成の観点からも重要でえると感じた。 

・グループの方がそれぞれ話しやすい雰囲気作りをしてくださったため。 

・自分にはなかった考え、視点など、様々な意見や取り組みを他施設の方々とお話する機会

になり、とても有意義でした。それぞれの病院で、様々な工夫をしていることを学べて参

考になりました。 

・色んな意見を聞けてとても有意義でした 

・他病院の輸血の運用を知ることができました。 

・いろんな考え方を聞けたから。 

・グループワークは苦手ではあるが、みんなで一つの事例についてさまざまな意見を出さて

勉強になった。 

 



 

 

 

 

 

 

＜アンケート 13＞今後、取り上げて欲しい内容はありますか？ 

・新人教育や中堅教育、緊急輸血訓練方法等をぜひとも取り上げていただければと思いま

す。 



・在宅輸血について 

・タスクシフトが推進されていることもあり、臨床現場で他職種との関わり方、工夫してい

ることや取り組み等を知れたら嬉しいです。 

また、タスクシフトのする上で、日常業務で効率化していること等も知りたいです。 

是非、ご検討いただけましたら幸いです。 

・特にありません。 

・若手への教育（勉強会への参加への促し、意識付け） 

 

＜アンケート 14＞その他ご意見・ご質問がありましたらご記入ください。 

・2日間、準備等大変だったと思います。本当にありがとうございました。 

・2日間とても有意義な研修会を開催していただき、ありがとうございました。 

・開催にあたり、準備や進行にご尽力いただいた関係者の皆様に、感謝申し上げます。 

・ありがとうございました。 

・愛知県の研究班の皆様、大変お世話になりました。とても有意義な時間を過ごすことがで

き、今後の自施設での取り組みに活かしたいと思います。ありがとうございました。 

・特にありません。 

・他支部からの参加を温かくお認めいただきありがとうございました。 


